
 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月号 

大津市立志賀北幼稚園 地域通信   園長 髙山 恵美子  

TEL 077-592-1178  Mail otsu2734@city.otsu.lg.jp 

 し が き た 

今年もよろしくお願いします 
三学期が始まりました。先週は園庭に積もった

雪で早速、雪遊びを楽しみました。2学期末に流行

しかけたインフルエンザ等の感染症も今のところ

落ち着いています。子どもたちが元気に登園でき

ることを喜びながら、園や家庭での防災や危機管

理の意識や体制を見直し、引き続き子どもたちが

安心して過ごせる環境づくりに努めていきたいと

思います。今年もよろしくお願いいたします。 

 

始業式では巳年について話しました。巳（へび）

は知恵や機敏さを象徴し、脱皮を重ねて成長して

いきます。今年も「なぜだろう…」と考え、「やっ

てみよう」と挑戦してほしいと思います。すぐに

折れないしなやかさも身につけたいですね。『一人

に一つ』の命も大切にしてください。一年のまと

めとなる 3 学期です。友達や先生と一緒に心と体

を動かしながら、引き続き『好き』をたくさんみつ

けてほしいと思います。 

 

お正月遊び・伝承遊び たのしいね 
保育室では、ままごとコーナーに粘土やフェル

トなどでつくったおせち料理やお餅が並び、郵便

帽子をかぶった子どもたちが年賀状を届けていま

す。こままわしやカルタ、羽根つき（風船つき）を

楽しむ子どもや凧あげをしようと凧作りをしてい

る子どももいます。 

お正月の過ごし方や遊びの経験は、各家庭で

様々ですが、杵（牛乳パックとラップ芯）うす（バ

ケツやたらい）で餅つきがはじまると手返し役が

現れたり、カルタやすごろく、トランプで自分の

知ってるやり方を知らせたり、勝ち負けに心を揺

らし葛藤したり…集団で過ごす中で環境を通して

多くのことを学んでいます。 

お正月遊び・伝承遊びは、文字や数字への興味、

指先や体全体の発達、手と目の協応、集中力、思考

力、気持ちのコントロール、コミュニケーション

力、社会性など様々な力につながります。何より

楽しい♪「こうでなければ…」ではなく、やり方や

ルールも考えながら遊びを進めたいと思います。 

1 月生まれ誕生会のお楽しみは、先生たちのお

正月遊び披露でした。憧れの存在となれたかな⁉ 

保育室にいるか神社。手を洗って、お参りを

したら、おみくじだよ。おだんごやさんもあ

るよ。生活の再現を楽しんでいる子どもたち

です。きりん組さんも来てくれたよ。 

運転手さん‘ｓお手製の門松が今年も登場です 

3 歳児がへびをかきました。ニョロニ

ョロの線遊びが楽しいね。 

こままわし 回って ぶつかって はじか

れて…もう一回！あ！きのこ回しになった

よ！すごいね。やってみよう！  

スポ大の巡回コーチング、いるか組は

この日が最終回でした。いろいろな体の

動きを取り入れたメニューを楽しむ姿

に、成長が感じられたとコーチも喜んで

くださっていました。 

5 年生の育てたお米の藁でしめ飾りをつく

ったよ。 （左 5 歳児 右 4 歳児） 

朝から降り積もった雪で、そり遊び

ができるのは、志賀北ならでは⁉ 

午後から中央部の幼稚園に研修に出

かけましたが、雪なし園庭でした！ 

紙風船 何回つけるかな。 

お餅が「びよーん」と伸びるよ、 

おもちつき 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒さ本番！ 交通安全指導で思うこと 
園では毎月テーマを決め、交通安全指導を行っ

ています。１月は「雪道の安全な歩き方を知る」

…どうすれば子どもたちに伝えられるか先生た

ちは考え、表示（左図）を作成しました。 

寒波がくるとあちこちが凍ったり、雪が積もっ

たりします。畑や築山には霜柱ができます。（科学

的な興味や思考につながるいい時期です） 

大人は「寒波がきたらどうなるか…」と予測で

きます。そのために事前にできることを準備した

りもします。（そんな中でも昨年は水道管が地下で破裂し、

大変なことになってしまいました…） 

子どもは、出会った事象に全力で向かいます。

雪遊びの服装で登園したからと雪をかき分け走

ってから保育室に入ったり、「降り止むまで待っ

てね」と言えば大ブーイングだったり、大喜びで

外に出たものの「寒い」と泣き出したり… 

冬の自然現象について遊びながら様々なこと

に気付き、学んでいるのだなぁと感じます。「子

どもたちって凍結しているところを歩いた経験

ってあるのかなぁ…」と交通安全指導の表示を見

ながら、ふと思いました。大人が近くにいたら転

ばないように手をつないだり避けさせたりする

ことも多いのではないでしょうか。 

子どもたちは気付きや学びは「自分」が主役で

す。そのために「先回りをしない関わり」が必要

なこともあります。（もちろん大きな怪我や命に関わるこ

とにつながることは、止めなければいけませんが…） 

子どもたちは見たり体験したりして「凍ると滑

る」「気を付けて歩く」とは、どのようなことか

を学んでいきます。交通安全指導で知ったことが

実体験と結びついた時の学びを見守り、見届ける

大人でありたいと思いました。 

 

1 月はみんなの広場（3歳児）です！ 
22 日は、りす組のみんなの広場（生活発表会）で

す。なりたい役になったり、先生や友達と一緒に

簡単なやりとりや身体表現を楽しむ姿をご覧い

ただければと思います。一人一人がその子らしく

輝きますように…お楽しみに♪ 

未就園児親子活動のお知らせ 

大津市HP 

「どんな危険が考えられるかな」と子どもたち

なりに考えられるようにしよう！と A先生。 

それ、大事なことですね。 

 

大きな雪玉をつくったよ。「み

んなで力を合わせて転がそう！」

大きいね、重たいね、コロコロ 

この日の雪はフカフカ。

思わず寝そべりたくなる

ようで、あっちでも、こっ

ちでもゴロンと転がる子

どもたち。その感覚、忘れ

ちゃってるな～ 

でも、担任はさすが！一緒

に寝転がっていましたよ 

うさぎたちのおうち。

自分たちのお部屋や机

をつくってごちそうを

つくったよ。牛乳を入

れたり、お味噌を入れ

たり…つもりが楽しい

ね。 

それぞれが知ってい

ることや経験したこと

を言葉にしながら同じ

場所で楽しむりす組さ

んです。 

雪がないときー 

朝はマラソンや体操、

縄跳びなど体を動かして

スタートです。 

「寒いー」と吐く息が機

関車みたいに白い日も、

少し走ればポカポカと温

まります。 

健康な体づくりも大切

ですね。 

琵琶湖岸ですくってきた

ワカサギさんがウナギ＆ナ

マズの水槽でスイスイ泳い

でいます。「ふるさと志

賀」（大人版）にハマる先

生増加中。 

造形遊びについての職員

研修に、シャボン玉の藤原

先生が講師として来てくだ

さいました。アートを学ん

だ先生たち。楽しい保育に

つながることを期待してい

ます！ 


